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᪥ᮏ出㢪≉チの୰㡑≉チᘬ⏝ືྥ

୰ᅜ≉チᘬ⏝割合 㡑ᅜ≉チᘬ⏝割合

୰・㡑≉チྠ時ᘬ⏝割合

るഴ向がある。Ⓩ㘓件ᩘが 1000件を㉸えたのは 2008年であり、このあたりから本᱁的な特チ出㢪活動

が始まったと見てよいであろう。中ᅜ出㢪特チの日㡑特チのᘬ用๭合は増大ഴ向にあり、㡑ᅜの౛から

考えると、このഴ向はᬻく続くものとᛮࢃれる。 

 他方、㡑ᅜ出㢪特チの日中特チᘬ用๭合は高い状ἣが続いている。特に、日本特チをᘬ用している㡑

ᅜ出㢪⡿ᅜⓏ㘓特チはᴟめて多い。ᘬ用๭合のࣆークは 2010 年で⣙ 52.74%、ᘬ用件ᩘでは 2011 年の

6318 件が最も多くなっている。2008 年から 2011 年までᘬ用๭合は 50%を㉸過しており、日本のᢏ⾡に

大きく౫Ꮡしている様子が❚える。࣒ࢧスン㟁子、LG 㟁子、現代自動㌴など㡑ᅜの大手௻業の多くが、

日本に研究ᡤ、R&D センターをタ⨨していることも影響している可能性がある。中ᅜ特チのᘬ用๭合も

増ຍするഴ向がࡳられ、㡑ᅜ௻業による R&D活動のᅜ㝿的ᣑ大を♧す結果とゝえるだろう。 
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୰ᅜ出㢪≉チの᪥㡑≉チᘬ⏝ືྥ

᪥ᮏ≉チᘬ⏝割合
㡑ᅜ≉チᘬ⏝割合
᪥・㡑≉チྠ時ᘬ⏝割合  

ᅗ２ ᪥ᮏฟ㢪≉チࡢ୰㡑≉チᘬ⏝๭ྜ      ᅗ３ ୰ᅜฟ㢪≉チࡢ᪥㡑≉チᘬ⏝๭ྜ 
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㡑ᅜ出㢪≉チの᪥୰≉チᘬ⏝ືྥ

᪥ᮏ≉チᘬ⏝割合
୰ᅜ≉チᘬ⏝割合
᪥・୰≉チྠ時ᘬ⏝割合  

ᅗ㸲 㡑ᅜฟ㢪≉チࡢ᪥୰≉チᘬ⏝๭ྜ 

 

㸲㸬ᮾࡢ࢔ࢪ࢔ R&Dࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㹼┦஫౫Ꮡࡢ῝໬࡟ࡶ࡜࡜ 

 ௒ᅇ、⡿ᅜⓏ㘓特チの分析を行うことによって、日中㡑୕カᅜの科学ᢏ⾡㸭⏘業ᢏ⾡の R&D活動に関

する結ࡧつきの一➃を明らかにした。だが、本✏のヨࡳは、௒ᚋ、ྲྀり⤌࡭ࡴき課題の➨一Ṍに過ぎな

い。௒ᅇは、日中㡑୕カᅜの⡿ᅜ特チⓏ㘓動向に基づいて、R&D 活動㠃における結ࡧつきのᴫ観を行っ

た。௒ᚋ、᭦なる調査を行い、」ᩘのデータ・ࢯースに基づく分析を㐍めるᚲ要性がある。 

 ௒ᅇの動向調査からは、日中㡑のᢏ⾡的な౫Ꮡが少なくとも過ཤᩘ年間にரって、増大していること

が確認できた。また、日本の中㡑ᢏ⾡౫Ꮡᗘは低いものの、中㡑、特に㡑ᅜの日本に対するᢏ⾡౫Ꮡᗘ

はᴟめて高い、とゝえる結果が得られた。௒ᚋ、ᢏ⾡資源౪給ඖとしての౫Ꮡᗘを相஫に高めるだけで

なく、ඹ同 R&D活動などを通じて、ᮾアジアᆅ域発のイノ࣋ーࣙࢩン๰出に結ࡧ௜く༠ຊయไの構築に

向けたྲྀり⤌ࡳがồめられる。 

 

ཧ⪃ᩥ⊩ 

安田ⱥ土(2006)『アジア域内ඹ同研究㛤発プログラ࣒のᥦၐ』㐍⸨ᴿ一・ᖹ川ᆒ⦅「ᮾアジアඹ同యを

タ計する」日本⤒῭評論社、61-70. 

安田ⱥ土(2007)『日本௻業におけるアジアᆅ域 R&Dネットワークとアジアඹ同య構᝿』研究ᢏ⾡計画学

会➨ 20ᅇ年ḟ学⾡大会ㅮ₇要᪨集 II、1045-1048. 
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日本ᾏഃᕤ場䜲䞁䝣䝷のኴᖹὒഃẚ㍑ඃ఩䛸中国のே௳㈝㧗㦐 

 
 Ύᐙᙲᩄ（ᐩᒣ大学）ۑ

 

 
㸯㸬⥴言 

本◊✲䛿䚸日本国ෆ⏘ᴗの➇தຊᅇ᚟䛻䛴䛔䛶の◊✲䛷䛒䜛䚹日本の国ෆ⏘ᴗの✵Ὕ໬䛜中国のே௳㈝

の㧗㦐䛺䛹のእⓗせᅉ䛻䜘䛳䛶ᨵၿ䛩䜛䛛䛹䛖䛛䜢ㄽ䛨䜛䚹䛭のどⅬ䛿ே௳㈝䛜日本䛛䜙中国䜈のᕤ場移㌿の

大䛝䛺せᅉ䛸⪃䛘䚸䛭のせᅉ䛜中国のே௳㈝の㧗㦐䛻䜘䛳䛶ᔂ䜜䛴䛴䛒䜛䚹䛭の⤖ᯝ䚸ே௳㈝䛻䛚䛡䜛日中᱁

ᕪの⦰ᑠ䛻䜘䜛ᕤ場の日本ᅇᖐ䛜㉳䛣䜛の䛷䛿䛺䛔䛛䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹䛭の際䚸ᕤ場の日本ᅇᖐ䛿日本中䛷ྠ᫬

䛻㉳䛣䜛の䛷䛿䛺䛟䚸ᆅᇦᕪ䛜ฟ䜛䛸⪃䛘䜙䜜䜛䚹 

日本ᾏഃ䛿ኴᖹὒഃ䜘䜚ே௳㈝䛜ప䛔䚹䜎䛯ᕤ場⏝ᆅのྲྀᚓ㈝⏝䜒ప䛔䚹䛣のどⅬ䛷䚸本◊✲䛿日本ᾏഃ

䛛䜙ᕤ場ᅇᖐ䛜ጞ䜎䜛᮲௳䛜䬘䛳䛶䛟䜛䛸⪃䛘䜛䚹䛭のどⅬ䛷䚸日本ᾏഃ䛸ኴᖹὒഃのᕤ場の䜲䞁䝣䝷䜢ẚ㍑䛩

䜛䚹ᕤ場の䜲䞁䝣䝷䛿ே௳㈝䜢⪃៖䛧䚸㈠᫆᮲௳䛺䛹の⎔ቃせᅉ䜒⪃៖䛧䛯䚹中国のே௳㈝㧗㦐の中䛷ඛ⾜䛧

䛶国際ඃ఩䜢⋓ᚓ䛧䛶䛔䛟ᕤ場䜲䞁䝣䝷の᮲௳䛻䛴䛔䛶ㄽ䛨䜛䚹ḟ䛻国際ඃ఩䜢⋓ᚓ䛷䛝䜛᫬ᮇ䛻䛴䛔䛶日本

ᾏഃ䚸ኴᖹὒഃᕤ場䛻䛴䛔䛶ண 䛩䜛䚹ㄽⅬ䛿䐟中国のே௳㈝㧗㦐䛿㏆ᮍ᮶日本のᕤ場の➇தຊ䜢㧗䜑䜛

䐠日本ᾏഃ䛿ኴᖹὒഃ䜘䜚ᕤ場⏝ᆅ౯᱁䛜 㻟 ศの 㻝䚸ே௳㈝䛜 㻟 ศの 㻞 䛷䛒䜚䚸国際➇தຊ⋓ᚓ䛿᪩䛔䐡中

国䛸日本䛻䛚䛡䜛〇㐀ᴗ䛜国際ศᴗ䜢ᵓ⠏䛩䜛際のᨻ⟇ᨭ᥼䚸䛷䛒䜛䚹 

 
㸰㸬୰国の人௳費㧗㦐 

୰国の「人௳費のୖ᪼」にࡘいては。2012 年に入ってから୰国政ᗓは最ప㈤㔠を平均 10㸣以ୖࠊෆ

㝣部では 20㸣以ୖもᘬきୖࡆるなどᛴ㦐している。実際の人௳費ࡘいてはከくの⤫計があるが実ໃを表

現できるものは少なくࠊ日本ഃとの比較は 5ಸ⛬ᗘである1。しかしࠊ日本ᾏഃはኴ平ὒഃより人௳費の

㈇ᢸが 3分の 2⛬ᗘでありࠊ୰国の人௳費ୖ᪼ 10㸣以ୖࠊෆ㝣部 20㸣以ୖが続くと2020ࠊ 年代には日

本ᾏഃは୰国とྠࡰ࡯じか競争ຊのある⤥与となる。ࡑれから 5年以ෆにኴ平ὒഃの⤥与に୰国が୪ࡪ

ことになる。ඖのษりୖࡆなどがあるとより᪩まることも考えられる。2020 年代の๓༙には日本ᾏഃがࠊ

2020 年代のᚋ༙にはኴ平ὒഃが୰国の人௳費と୪ࡪことがண できる。 

日本の ��� ᕤ業ᅋᆅのうࡕ඲体計⏬面✚が ���KD 以ୖのᕤ業ᅋᆅは ��� である�。ኴ平ὒഃは �� で

日本ᾏഃ �� は༙分以ୗである（Ύᐙ・໭㝣ඛ端科学技術大学㝔大学Ύ๛἞報告 ���� 年）。 
ᕤᴗᅋ地数

日本ᾏഃ㻘 㻟㻢

ኴᖹὒഃ㻘 80

 

༢౯ᖹ᪉䝯䞊䝹෇
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日本ᾏഃ ኴᖹὒഃ  
平均分ㆡ༢౯は日本ᾏഃ ����� ෇ኴ平ὒഃ ����� ෇（Ύᐙ・໭㝣ඛ端科学技術大学㝔大学Ύ๛἞報

告 ���� 年）。ྠ じண算で日本ᾏഃはኴ平ὒഃの � ಸ近いᕤሙ用ᆅをྲྀᚓできる。日本ᾏഃのᕤሙ用ᆅྲྀ

ᚓ費がኴ平ὒഃの 3分の 1と考えるとࠊさらに日本ᾏഃはኴ平ὒഃに比べてより᪩く୰国のᕤሙに対し

て競争ຊをᣢࡘことが考えられる。ኴ平ὒഃのᕤሙは日本ᾏഃより 5年以ୖ୰国に対して競争ຊをᣢて

                                                  
1୰国の人௳費をけࢇᘬすると言うかࠊඛ行指ᶆ的なព࿡をᣢっているのがୖᾏᕷの動向である。ୖᾏにおける人௳費の

㧗㦐にࡘいてはࠊ���� 年 � 月にୖᾏで行われたᑵ⫋ㄝ明会では௻業の⤥料が月⤥ ���� ඖ以ୖࠊ���� ඖ（����� ෇）⛬

ᗘであった。これを日本のึ௵⤥月཰ �� ୓෇⛬ᗘと比較すると ���� 年 � 月現在⣙ � ಸから � ಸ⛬ᗘと考えられる。 
�日本立ᆅࢭンター『産業用ᆅ࢞イド』 
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ないこともண できる。ࡑのように考えると日本ᾏഃから 2020 年代に㡰にᾏእからのᕤሙᅇᖐࠊᾏእ

のᕤሙ㐍ฟがጞまり5ࠊ年⛬ᗘかけてኴ平ὒഃ࡬ᕤሙᅇᖐが移っていくというᮍ᮶が᝿定できࡑࠊれを

๓提としたᕤሙインフラに関する政策立᱌の᳨ウが௒現在᳨ウされる必要がある。 

 

３㸬日本からのᾏእ展開 

なࠊࡐ日本は 1990 年代以降೵⁫したのか。ࡑのࡦとࡘの原因が分ᩓ・ᑠつᶍ投資によるᕤሙインフ

ラのࢥストの㧗さである。大つᶍ物流に応える大つᶍ ‴ࠊ大つᶍᕤ業ᅋᆅࠊ大つᶍ産学ᐁ施タのᙧ成

にኻᩋしたからである。日本政ᗓは 49 のᆅ方自἞体の要ồにこたえるᙧで1970ࠊ 年代以降投資を⧞り

㏉しࠊ必↛的に分ᩓ投資になった。㡑国ࠊ୰国の大つᶍ投資にᚋれをྲྀった。♫会インフラᙧ成はᪧඹ

産ᅪ・㌷事政ᶒ国ᐙが㏿くẸ主国ᐙは㐜い。 
����ࠊの結果ࡑ 年でᾏእ⏕産比⋡は㍺㏦機Ე ����㸣ࠊ電気機Ე ��㸣ࠊ化学 ��㸣である（㧗ᶫ）。����

年代国ෆ௻業はᾏእ࡬移㌿していった。現在はもっと㧗まっている。 

日本国ෆ
22㻑

⡿ᕞ
21㻑

Ḣᕞ
11㻑

䜰䝆䜰䞉䜸䝉
䜰䝙䜰
㻟㻣㻑

䛭の௚
9㻑
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୰国はᅵᆅが国᭷で♫会資本のᘓタはᴟめて㏿い。㔠ἑに新ᖿ⥺が᮶る๓に୰国඲ᅵに新ᖿ⥺⥙が᏶

成しかねない。ロシアもྠᵝである。໭ᮅ㩭も改革開ᨺになれば♫会インフラのᙧ成は᪩い。୰ኸアジ

アࠊベトࢼムなどは国ᐙ主ᑟでインフラᘓタが㐍みࠊマレーシアࠊインドࢿシアࠊタイは置いていかれ

る。インドྛ ࠊムンバイなどがミࣕンマーに置いていかれる。 

日本はẸ主国ᐙのᖖとしてࠊ♫会資本のᘓタのỴ定が㐜れる。この点にࡘいては௒ᚋ政策の㌿᥮がồ

められる。 

 

㸲㸬ኴ平ὒഃ♫会資本の日本ᾏഃ࡬の移㌿ 

日本の平均造成᫬期はࠊ日本ᾏഃ ���� 年ኴ平ὒഃ ���� 年である（Ύᐙ・໭㝣ඛ端科学技術大学㝔

大学Ύ๛἞報告 ���� 年）。日本ᾏഃ造成ᚋ「�� 年」はኴ平ὒഃ「�� 年」より � 年もᪧく࿘㎶インフラ

もᪧくなっている。ࢥンクࣜートのᑑ࿨ �� 年と考えると日本ᾏഃᕤ業ᅋᆅは᭦新の要ありである。 
またࠊ日本のኴ平ὒഃの㕲㐨・㐨㊰・ᶫᱱ・ ‴・✵ ・ᕤሙᅋᆅの୰᰾は 1960 年代70ࠊ 年代を୰

心にసられ⪁ᮙ化・㝞⭉化が問題となっている。ᮾ日本大㟈⅏が 2011 年 3 月 11 日に発⏕ࠊ原子⅔⅏ᐖ

も加わりᮍ᭯᭷の⅏ᐖとなった。ὠἼ⅏ᐖ対策に♫会資本の෌ᘓࠊ෌㓄置を考えるときࠊ世界的物流の

大動⬦となりࡘࡘある日本ᾏഃ࡬の♫会資本の分ᩓはព࿡をᣢっている。 

日本が主ᙺで最⤊〇ရࠊᇶᖿ部ရをసっている㝈りࠊኴ平ὒഃから㍺ฟしようが日本ᾏഃから㍺ฟし

ようが大きな差は↓い。┦ᡭがᚅࡕわびているからである。しかしࠊ௒ᚋ新⯆国の技術が向ୖしࠊグロ

ーバル化が㐍ࡴとࡑうとばかりは言っておられない。流通の大動⬦の୰に♫会資本ࠊᕤ業ᅋᆅを఩置࡙
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けないと置いていかれる。⿬通りでは௙事が᮶ない。ࡑうなっていないᕤ業ᅋᆅは⁛ࡪ。 

ᕤ業ᅋᆅのᙺ๭は世界経済のサービス化࡬の対応ࠊスマートシテ࢕ᘓタプロࢭスの分業ᣐ点と௒ᚋ大

きく変化しࡘࡘある。また国ෆの࣎ーダーレス化が㐍ࡴᮍ᮶は࣓イドインジࣕパン化のᣐ点ࠊᾏእၟ

ရ・サービスのᑟ入ᣐ点としてのព࿡も大きくなる。ますますࣜࣗࢽーアルが必要となる。 

ኴ平ὒഃのᕤ業ᅋᆅは௒ᚋࡑの㔜要性がᛴ㏿にపୗする。ᕤ業ᅋᆅの෌㓄置にࡘいては３ࡘの大きな

問題が存在する。㸯ࡘは日本ᾏഃとኴ平ὒഃのバランスࠊ㸰ࡘは ‴と㝣ୖ஺通と産ᐁ学施タの⼥合ࠊ

 。ーション物流であるࣗࣜࢯはつᶍの経済の発᥹とࡘ３

㸯ࡘ日本ᾏഃとኴ平ὒഃのバランスである。田୰ゅᰤ総⌮のิᓥ改造論以᮶の 1971 年「㎰業ᆅ域ᕤ

業ᑟ入ಁ㐍ἲ」1972 年「ᕤ業෌㓄置ಁ㐍ἲ」などによりᕤሙのᆅ方分ᩓ80ࠊ 年代テクノポࣜス構᝿な

どでもࠊインフラのከくは結果的にኴ平ὒഃに೫った。さらに現在もᕤ業ᅋᆅの造成をおこなっている

ከくがኴ平ὒഃである。日本にとって日本ᾏഃは存在がⷧい。日本の政策ㄢ題は「日本ᾏ⯟㊰࿘㎶࡬の

♫会資本の移㌿」である。 

໭⡿向けᾏୖࢥンテࢼ㍺㏦が日本ᾏを経⏤するᗘ合いが増えࠊ日本ᾏἢᓊㅖ の国際ᾏୖࢥンテྲྀࢼ

ᢅ量の平均ఙび⋡は日本඲国平均の㸰ಸを㉸えたとの政ᗓの認識は㐜いくらいである（平成 20 年 7 月

㛶㆟Ỵ定）3。௒ᚋࠊ日本ᾏഃ࡬の移㌿が௒ᅇのᮾ日本大㟈⅏をཷけてヨみなければならない。 

日本のྛᆅと結ࡪ日本ᾏഃの の㞟୰投資ࠊつᶍの経済の発᥹としてᾋかびあがってくるのがࠊձ໭

ᾏ㐨・㟷᳃ᆅ域（ὠ㍍ᾏᓙ・㤳㒔ᅪ㍺㏦）ࠊղி㒔⯙㭯（日本ᾏ୰心఩置・関すᅪ�୰部ᅪ㍺㏦）ࠊճ໭

஑ᕞᆅ域（関㛛ᾏᓙ・஑ᕞᅪ㍺㏦）ࠊである。 

ி㒔ᗓ⯙㭯は「ி㒔」 という世界ࣈランドに⫱てうるྍ⬟性を⛎めている。⯙㭯からᩔ㈡までのᗈ

⠊ᅖの 域で関す・୰ிᅪ 4༓୓人というⱥ国୪みの㹅㹂㹎をᚋ⫼ᆅとする。 

日本ᾏഃにおいてはࠊ໭ᾏ㐨と㟷᳃は大つᶍなᕤ業ᅋᆅが✵いている。໭ᾏ㐨と㟷᳃ࡑࠊれに⛅田ࠊ

ᒾᡭを⤌み合わࡏてࠊ大つᶍ ‴ࠊ物流新ᖿ⥺ࠊ▷㊥離トラックシࣕトル౽ࠊ大つᶍᕤ業ᅋᆅࠊ大つᶍ

ᐁ学施タのクラスターがᮾ日本大ᆅ㟈の᚟⯆のୖ఩構᝿として計⏬されなければならない。 

さてࠊ日本ᾏഃは大㞷がከい。日本ᾏഃの大つᶍ ‴ࠊ㒔ᕷ部ࠊ஺通インフラࠊఫᒃにࡘいての降㞷

の影響にࡘいてはࠊ⼥㞷⿦置などよりࢯࠊーラーパࢿルに⼥㞷機⬟を付加したᒇ᰿材のከᵝなタ置施ᕤ

が᭷ຠである（៞応⩏ሿ大学Ṋ⸨ెᜤᩍᤵ4）。日本ᾏഃにおいて大つᶍ ‴ࠊ㒔ᕷ部ࠊ஺通インフラࠊ

ఫᒃにおける降㞷の影響はᑗ᮶技術的にはࡰ࡯ᅇ㑊することがྍ⬟となる。 

 

㸳㸬日本⦪᩿㈌物新ᖿ⥺ 

㸰ࡘは ‴と㝣ୖ஺通と産学ᐁ施タの連ᦠである。日本ᾏ⯟㊰の ‴ࠊᕤ業ᅋᆅなどを㝣ୖで結ࡪᖿ

⥺としてࠊ既存およびᘓタ୰の新ᖿ⥺を連結さࠊࡏ日本⦪᩿㈌物新ᖿ⥺の構᝿をసりୖࡆることが㔜要

であるとᛮわれる。これはᆅ㟈➼の大⅏ᐖ対策ともなりࠊኴ平ὒഃ と日本ᾏഃ を⧅ぐ横஺通ࢿット

࣡ーク（日本ᾏഃ ・㒔ᕷとኴ平ὒഃ ・㒔ᕷを連ᦠ୍体化さࡏ開発⟶⌮を୍ඖ化する近ᮍ᮶も考えら

れる）に対する⦪஺通のࢿット࣡ークとなる。ᘓタ୰の໭㝣新ᖿ⥺は日本⦪᩿㈌物新ᖿ⥺の୍部として

活用ྍ⬟である。໭ᾏ㐨から஑ᕞまで㈌物新ᖿ⥺が開通すればᙜ日㓄㏦ᅪは㣕㌍的にᗈがりࠊグࣜーン

ムからいってもトラック㍺㏦の激ῶでも࣓ࣜットは大きい。㧗㱋化している日本では長㊥離トࢬーࣜࢶ

ラック⥙の⥔ᣢはᅔ㞴である。 

ᮾᾏ㐨新ᖿ⥺はࣜࢽア新⥺がᮾி新大㜰を⧅ぐ 20 年ᚋまでは᪑ᐈ㍺㏦に≉化さࠊࡏ日本⦪᩿㈌物新

ᖿ⥺はࠊ໭ᾏ㐨ࠊᮾ໭ࠊ大ᐑࠊ໭㝣ࠊ大㜰ࠊ୰国ࠊ஑ᕞとなるのがもっともጇᙜとᛮわれる。ࡑの㥐に

ターミࢼルをసり▷㊥離トラックシࣕトル౽が㒑౽ᒁࢥࠊンビࢽを結ࢇで㉮れば༶日㓄㏦ᅪの拡大で日

本ิᓥは大きく変化する。長㊥離トラックでは᫬㏿ 250 ない。また㈌物新ᖿ⥺は〇ရ・技術ࡏロはฟ࢟

ともに世界࡬の㍺ฟ産業ともなる。 

 
㸴㸬ࣗࣜࢯーション物流とつᶍの経済の発᥹ 

経済の発展とともに㈌物はձᔞᙇるもの ��フ࢕ートࢥンテࢼからղ㔜量㈌物 ��フ࢕ートࢥンテ࡬ࢼ

                                                  
� 国ᅵᙧ成計⏬（平成 �� 年 � 月㛶㆟Ỵ定） 
� 䝋䞊䝷䞊䝟䝛䝹䛻㏫に┤流電ᅽをࢯーラーパࢿルに加え加⇕䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸⼥㞷ຠᯝ䛜䛒䜙䜟䜜䜛䚹୍⯡ᐙᗞの㞷ୗ䜝䛧

䛺䛹䛿䜋䜌୙せ䛻䛺䜛䚹本ᒇ᰿ᮦ䛻䛴䛔䛶䛿䚸䝯䞊䜹䞊䛻䛶ᐇ㦂䛜⾜䜟䜜ᡤ୚のᡂᯝ䜢ୖ䛢䛶䛔䜛䚹䛧䛛䛧䚸⼥㞷ᚋの㞷のⴠୗ

஦ᨾᑐ⟇の䛯䜑䚸ἲᩚഛ䚸ಖ㝤ไᗘ䛺䛹のᩚഛ䛜ᚲせ䛸䛺䜛䚹㝆㞷ᮇ㛫の数䜹᭶䛻䛴䛔䛶ẖ日ຍ⇕䛩䜛䛸௬ᐃ䛩䜛䛸䝋䞊䝷䞊䝟

䝛䝹のᑑ࿨ �� 年䛜▷⦰䛥䜜䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䚹（ಖ㝤ไᗘは㔠⼥業などのビジࢿスの対㇟ともなりうる。またࢯーラーパࢿ

ルに⼥㞷機⬟を付加した新ᒇ᰿材として新しい〇ရ定⩏をすることも考えられる。Ύᐙ） 
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ճ㧗付加౯್㍍量㈌物࡬と移っていく。 

 
 㔩ᒣ・ロサンゼルス⯟㊰はୖᾏに㏣いୖࡆられ 2009 年には཮方ࢥンテࢼ⯪ 250 㞘とᣕᢠしてきた。 

日本の 2008 年の⯪౽を分析してみよう。㍺入 9.9 ൨トン 62 ඙෇ࢥࠊンテࢼ 1.4 ൨トン 26 ඙෇ࠊバル

ク 8.5 ൨トン 36 ඙෇ࠊ㍺ฟ 3.0 ൨トン 59 ඙෇ࢥࠊンテࢼ 1.1 ൨トン 33 ඙෇ࠊバルク 2.9 ൨トン 26 ඙

෇ࠊ⯟✵౽ 132 ୓トン 17 ඙෇ࠊ㍺ฟ 115 ୓トン 22 ඙෇であった。このୖ᪼比がඛ㐍国日本の指ᶆであ

る。 
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⯪౽㍺ฟ入      ⯪౽ࢥンテࢼ㍺ฟ入      ⯟✵㈌物㍺ฟ入 

㢳ᐈが┿に‶㊊するၟရをసれば㧗く኎れる。㢳ᐈの┿の‶㊊を㏣ồしたၟရ࡙くりが㢳ᐈࣗࣜࢯー

ションビジࢿスである。ၟရの付加౯್をୖࡆる㢳ᐈࣗࣜࢯーションをᨭ᥼ための物流がࣗࣜࢯーショ

ン物流である。 
୰国ࠊ㡑国から見てࠊ⡿国࡬のၟရ㍺ฟはᖐり⯪の✚載⋡がᝏいሙ合がみられる。⡿国にはアジアで

኎れるၟရが↓いという୰国の経Ⴀ者さえいる。⡿国の≉産ရである「ࢯフト」はࢥンテࢼに✚ࡴ必要

がない。したがってࠊᖐり⯪を‶載にするにはࠊなるべくアジアのἑᒣの国のὀ文をྲྀってᅇりたい。

分ᩓし࡬の㢳ᐈ‴ྎࠊロシアࠊ໭ᮅ㩭ࠊ㡑国ࠊ日本ࠊᖐりはฟ᮶るだけ⡿国のၟရを✚載してࠊしてࡑ

てᒆけるスタイルをྲྀるとᖐり⯪の✚載⋡がୖがる。日本ᾏ⯟㊰の㏵ୖに （ி㒔⯙㭯ࠊᐩᒣఅᮌࠊ新

₲など）を᏶ഛしྛࠊ国の㞟Ⲵに加えࠊ日本のྛᆅを加え✚載⋡をୖࡆるのが自↛である。 

日本௻業の競争ຊはᗢẸࣜーダーによる↓数の新ၟရ๰ฟにある。日本௻業はḢ⡿ࠊ୰国㡑国のྠ業

の௻業よりከ✀の新〇ရࠊከᵝな技術を開発ࠊ↓数の改善を行っている。ከ✀の新〇ရは㢳ᐈ‶㊊に⧅

がる。Ḣ⡿行きではḢ⡿人用のࣗࣜࢯーションࠊᖐりはアジア人用のࣗࣜࢯーションを↓数のၟရ開発

でᙧ成することができる。 

これは付加౯್を㧗めࠊከᙬな技術ࠊ↓数の改善は㢳ᐈの‶㊊に⧅がる。パࢽࢯࢼックࢽࢯࠊーࠊ㹌

㹒㹒ドࣔࢥはアップルࡸサムスンࠊノ࢟アに比べてከ✀の〇ရ௙ᵝࠊከᵝな技術をᣢっている。日本の

スーパーマーࢣットࢥࠊンビࢽでの新ၟရ開発は膨大でࠊカップいりスープが㈍኎されればල材は年ࠊࠎ

ከᙬになりࠊ᫓㞵ࠊパスタࠊおこࠊࡆパイࠊかた↝きࡑばࠊなどከ✀のၟရがḟࠎ開発される。 

Ḣ⡿ࠊ୰国では新〇ရ開発ࠊ技術ᙧ成は少数の大学㝔での࢚ࣜートが行う。日本௻業では௻業ෆのᗢ

Ẹฟ㌟の技⬟ୖ఩ 1๭ᒙが行う（ᑠụ和⏨）。ᚑ業ဨの 1๭と考えると 2୓人の௻業には 2000 人⛬ᗘの

ࣜーダーがいて開発㞟ᅋをసって膨大な新〇ရࠊ技術を開発しているとも考えられる。アップルが♫長

をᅖࡴ少数の࢚ࣜートで新ၟရ開発するのと対↷的である。 

これらのࣜーダーは 10 ྡ⛬ᗘのᑠ㞟ᅋでၟရ開発ࠊ技術開発ࠊ改善を行う。日本だけではなくᾏእ

の日本௻業もྠᵝなシステムをᣢって競争ຊを発᥹している。日本௻業は現ᆅの࢚ࣜート人材によらずࠊ

ከくのᗢẸを採用してࣜーダーとして⫱成しၟࠊရ開発ࠊ技術開発ࠊ改善を行う。Ḣ⡿௻業の少数の࢚

ࣜートに日本௻業のከ数のᗢẸࣜーダーが対ᢠ競争する。Ḣ⡿௻業がᙉຊな大型ᡓⰄ 1㞘で向かってく

るのにࠊ日本は⯟✵ẕⰄのከ数の㣕行機で対ᢠするような構ᅗである。 

現在ではࠊ♫እもྵめてプロࢭスのୖ流までも巻き㎸ၟࡴရのከᵝ化・㢳ᐈᚿ向・㧗付加౯್化・ඛ

端技術開発である。ࣈࢭン㸤アイは部会というከくのၟရ開発プロジ࢙クトをྲྀᘬඛ数༓♫と行ってお

りࠊከ数のᗢẸࣜーダーが↓数の新ၟရを開発する。部会がḟࠎ新ၟရを㢳ᐈに合わࡏ開発するためࠊ
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きめ⣽かな㢳ᐈ対応と㧗付加౯್のၟရ౪⤥ができることになる5。2011 年 3 月期主要 130 ♫Ⴀ業฼┈ 3

඙ 3༓൨෇ᆅ域๭合 

主要 130 ♫のႠ業฼┈でもアジア・ࢭ࢜アࢽア 37㸣がḢ⡿（Ḣᕞ⡿ᕞ）33㸣をୖᅇった。国ෆ ��㸣
に⡿ ��㸣Ḣ ��㸣を加えてようࡸくアジア・ࢭ࢜アࢽアの ��㸣を㉸える。 
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㈍኎ẚ⋡

⌧地䚷㻘 51㻚90㻑

日本㍺ฟ㻘
22㻚10㻑

Ḣ⡿௚㻘 2㻢㻑

 
Ḣ⡿௻業はᾏእ事業と国ෆは分業しࠊ経Ⴀ者によっては競争௻業ともなる。世界に㐍ฟした日本௻業

のᾏእἲ人は本♫と୍体で⧅がっている。ᾏእ࡬移㌿したἲ人は㢳ᐈࣗࣜࢯーションビジࢿスにより㢳

ᐈ‶㊊を㏣ồする。またこれら現ᆅἲ人はトࣚタ⏕産方ᘧの物流版で⧅がっている。Ḣ⡿・アジアࠊ世

界はトࣚタの原⌮の୰にある（トࣚタは物流原⌮でᆅ⌫をそっている）。世界の ‴ࠊ✵ のどこにも

トࣚタ方ᘧの本がある。 
Ḣ⡿の㢳ᐈにアジアのၟရ㸩ᗢẸࣜーダーがసる↓数の新ၟရでࣗࣜࢯーション‶㊊をᒆける。ࡑの

世界つᶍのプロࢭスが必要である。 
現ᆅἲ人の現ᆅ㈍኎比⋡ ����㸣日本㍺ฟ ����㸣Ḣ⡿௚ �㸴㸣となっている（㧗ᶫ）。この現ᆅ㈍኎

����㸣がࣗࣜࢯーション物流の㢳ᐈ࡬のアンテࢼである。 
このプロࢭスが㡰流でないと長期的には物流ຠ⋡がᝏ化する。世界の ‴はࣗࣜࢯーション物流࡬の

㐍化のために෌構⠏される必要がある。ࣈࣁ ‴論からの⬺༷が必要である。ࡑのように考えると長期

的にはձアジア㸻㸻㸼Ḣ⡿ࠊղアジアෆࠊճḢ⡿㸻㸻㸼アジアの㡰での整流が起こる。プロࢭス・ࢿッ

ト࣡ーク論はࣈࣁ・スポーク論のḟの ‴෌⦅成論ではないかと考えている。 

ྜྷ田Ặ（ ‴ࢥンサルタント㢳問）によるとࣈࣁࠊ・スポークはࠊ立ᆅが与௳で୍ษ立ᆅによる合⌮

化は考៖ࡏずࠊ㍺㏦の観点のみの合⌮化をᚿ向する。日本の ‴の本♫と世界の ‴の現ᆅἲ人がከ数

の部ရ・ၟရをసるプロࢭスをᙧ成しࠊアジアの㢳ᐈにࣗࣜࢯーションを提౪する。 

「大型 ‴・大型ࢥンテࢼ⯪」と「ᑠ型 ‴・ᑠ型ࢥンテࢼ⯪」のどࡕらがプロࢭスには㐺している

だろうか。「ジࣕンࣈࣁ・࣎✵ は࢚アバス」ࠊ「୰型機┤行౽は࣎ーイング」はᚋ者に分がある。ࢥ

ンテࢼ⯪はどうであろうか。サプライチ࢙ーン研究のᮤ⍞㞷Ặ（ᐩᒣ大学）によるとタンカーは㸴㸮୓

トンクラスまで大きくなり現在は㸰㸮୓トンが୰心になった。ྠᵝに大型ࢥンテࢼ⯪の大きさもࠊ国஺

省のデータでは頭ᡴࡕになるのとの考えもある。⯟✵におけるジࣕン࣎と୰型機の関係である。 

 

㸵㸬日本のඃ఩性はアジアの⋞関ポータルサイト 

現在୰国ࠊ㡑国⯪はࠊ日本ᾏを通過しࠊኴ平ὒୖは㧗㏿で通過しࠊシアトルࠊサンフランシスࠊࢥロ

サンゼルスࠊサンデࠊࢦ࢚࢕パࢼマ࡬向かう（Ύᐙ・໭㝣ඛ端科学技術大学㝔大学Ύ๛἞）。日本は໭

⡿に対するアジアの⋞関ࠊポータルサイトでありࠊ໭ᾏ㐨（ὠ㍍ᾏᓙ）ᮾ໭はアジアの┳ᯈとしてࠊ新

㥐（⛅田・ᒾᡭ・㟷᳃が⦋ᗘ 40 ᗘ）をసりうるかもしれない。 

また ᬮ化により໭ᴟᾏ⯟㊰が拡大すると日本ᾏ⯟㊰の౑用はさらに増える。2008 年には 124 㞘のၟ

業⯪が໭ᴟᾏを⯟行した（ロシア政ᗓ発表）。໭ᴟᾏ⯟㊰ではࠊ㡑国・୰国⯪は日本ᾏࠊベーࣜングᾏࠊ

໭ᴟᾏࠊバレンࢶᾏࠊḢᕞࠊ࡬スࢬ࢚㐠Ἑを経⏤しないため㊥離は༙ࡰ࡯ῶする6。࢜ランダのロッテル

ダムと横὾の㛫はスࢬ࢚㐠Ἑ経⏤だと 2୓ 5༓࢟ロ࣓ートルなのがࠊ໭ᴟᾏ⯟㊰を౑えば 1୓ 2༓࢟ロ

࣓ートルで済みࠊ大ᖜな㊥離の▷⦰になる（ノルウ࢙ー⯪⣭༠会ྜྷ田అ見⏨๪♫長7）。 

なおロシアഃ໭ᮾ⯟㊰はḢᕞから໭ᾏࠊノルウ࢙ーᾏࠊバレンࢶᾏを通りࠊ໭ᴟᾏࠊベーࣜングᾏࠊ

ኴ平ὒࠊ日本ᾏ࡬と入りࠊ㡑国ࠊ୰国࡬向かう⯟㊰となる。バレンࢶᾏにはḢᕞἢᓊを໭ୖした࣓࢟シ

現在ኟሙࠊᬮ流が流入するため෤Ꮨにも෾結することがない。໭ᴟᾏ⯟㊰は‴ࢥ 4ࣨ月だけの฼用に㝈

られるがࠊᑗ᮶拡大するとḢᕞ࡬のアジアのポータルサイトとしても໭ᾏ㐨（ὠ㍍ᾏᓙ）ᮾ໭ࠊ日本ᾏ

                                                  
�භ本ᮌのマࣔࢶトࣚ࢟シのᗑ⯒にእ国ዪ性を᱌ෆすると大႐びである。ᗑෆは↓数のၟရで䬨れかえっている。いたれ

りࡘくࡏりの㢳ᐈࣗࣜࢯーション㢳ᐈ‶㊊の⤌み合わࡏが膨大なၟရから㑅べる。 
�日本経済新⪺ 2010 年 12 月 27 日ᮅ刊 9面「経Ⴀのど点 ࣈࣁ ዣᅇの最ᚋのチࣕンス（➉田ᚸ⦅㞟ጤဨ）」 
�日本経済新⪺ 2010 年 12 月 27 日ᮅ刊 9面「経Ⴀのど点 ࣈࣁ ዣᅇの最ᚋのチࣕンス（➉田ᚸ⦅㞟ጤဨ）」 
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の㔜要性は㧗まる。 

 

㸶㸬まとめ 

ᮾ日本大㟈⅏ࠊ大つᶍな♫会資本の᭦新・ಟ⧋の᫬期をとらえࠊ主要なᕤ業ᅋᆅおよび㐨㊰ࡸ ‴➼

の♫会資本を日本ᾏഃに構⠏（移㌿）・整ഛする。大きく分けて日本ᾏഃのඃ఩は⯟㊰ࠊ୙฼は㞷ࠊኴ

平ὒഃのඃ఩は平野のᗈさ（日本がプレートによってᚎࠎに「くのᏐ」にᢡれ᭤がっていくためኴ平ὒ

ഃは開いていくᆅᙧがከくࡑࠊこにἈ✚し平野ができる）ࠊ୙฼はὠἼである。ᛴ成長するᮾアジアࠊ

日本ᾏ⯟㊰に合わࡏた流通（㈠᫆）я〇造（ᕤ業ᅋᆅ）の新しいシステムを๰造していくことがᮃまし

い。 

本研究ではࠊ日本ᾏഃ䛿ኴᖹὒഃ䜘䜚ே௳㈝䛜ప䛔䚹䜎䛯ᕤ場⏝ᆅのྲྀᚓ㈝⏝䜒ప䛔䚹䛣のどⅬ䛷䚸本◊✲

䛿日本ᾏഃ䛛䜙ᕤ場ᅇᖐ䛜ጞ䜎䜛᮲௳䛜䬘䛳䛶䛟䜛䛸⪃䛘䜛䚹䛭のどⅬ䛷䚸日本ᾏഃ䛸ኴᖹὒഃのᕤ場の䜲䞁

䝣䝷䜢ẚ㍑䛧䚸ᕤ場の䜲䞁䝣䝷䛿ே௳㈝䜢⪃៖䛧䚸㈠᫆᮲௳䛺䛹の⎔ቃせᅉ䜒⪃៖䛧䛯䚹中国のே௳㈝㧗㦐の

中䛷ඛ⾜䛧䛶国際ඃ఩䜢⋓ᚓ䛧䛶䛔䛟ᕤ場䜲䞁䝣䝷の᮲௳䛻䛴䛔䛶ㄽ䛨䜛䚹ḟ䛻国際ඃ఩䜢⋓ᚓ䛷䛝䜛᫬ᮇ䛻

䛴䛔䛶日本ᾏഃ䚸ኴᖹὒഃᕤ場䛻䛴䛔䛶䚸䐟中国のே௳㈝㧗㦐䛿㏆ᮍ᮶日本のᕤ場の➇தຊ䜢㧗䜑䜛䐠日

本ᾏഃ䛿ኴᖹὒഃ䜘䜚ᕤ場⏝ᆅ౯᱁䛜 㻟 ศの 㻝䚸ே௳㈝䛜 㻟 ศの 㻞 䛷䛒䜚䚸国際➇தຊ⋓ᚓ䛿᪩䛔䐡中国䛸

日本䛻䛚䛡䜛〇㐀ᴗ䛜国際ศᴗ䜢ᵓ⠏䛩䜛際のᨻ⟇ᨭ᥼䚸䛻䛴䛔䛶⪃ᐹ䛧䛯䚹 
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